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計画地 :  大阪府高槻市桜町
用途 :  事務所
設計期間 :  2 0 1 9 . 3 . 6 ~ 2 0 1 9 . 9 . 1 0
工期 :  2 0 1 9 . 9 . 1 0 ~ 2 0 2 0 . 8 . 1 2
構造 :  鉄骨造
規模 :  地上 4階
敷地面積 :  1 9 , 7 8 1 . 6 9㎡
建築面積 :  3 , 8 4 6 . 5 0㎡
延床面積 :  1 1 , 8 7 4 . 9 0㎡

I n n ov a t i on G a r den O SAKA C e nt e r
大阪と京都を結ぶ J R京都線沿いの、新しいコニカミノルタの研究開発拠点
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自然・人・情報が有機的につながるイノベーティブプラットフォーム

CI発信の場× 英知創造の場 × 交流促進の場 × 健康増進の場 × 自然を感じる場

活き活きとしたワークプレイスの実践

▼
▼
▼
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環境配慮・設備コンセプト

自然・人・情報が有機的につながるイノベーティブプラットフォーム
１．知的創造、健康、快適性を高めるワークプレイス

２．省エネルギー性を高めた外装・設備計画

３．建物のレジリエンス性能を高める計画

４．施工計画におけるデジタル化の推進
ABW

バルコニー・庇による
日射遮へい

Loｗ-Eガラス
による遮熱

ネットワークカメラによる
照明制御

自然採光

高顕熱ビル用マルチ
潜熱回収型高効率ガス給湯器

省エネ厨房換気システム

【事務室】
全熱交換器付外気処理パッケージエアコン
CO2センサーによる換気風量制御
停電時の電源確保（BCP）

人感センサー
明るさセンサー
による照明制御

高断熱外装

自然換気

自然換気
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１．知的創造、健康、快適性を高めるワークプレイス

H O T E L

社外

会議室 打合せテーブル

食堂・社内カフェ ラボ

会議室

ラボ

集中個室 カウンターシート オープンデスク

オープンMTG

スタジアム ボックス席

ライブラリー

ラウンジ社内カフェテリア 屋外テラス席

交通機関ホテル シェアオフィス/他拠点カフェ自宅

社内

社内

社外
他拠点

自席
ワークツールが
集約配置されている
自席が業務の中核

＜従来の一般的なワークスタイル＞ ＜ABW＞

ABW（Act iv i ty  Based  Work ing /Workspace）の導入

＜従来の一般的なワークスタイル＞
ワークツールが集約配置されている、自席を中心としたワークスタイル

＜A B W＞
紙･モノ・場所（主にデスクトップ P C）に依存せず、仕事に応じて場所を選択するワークスタイル
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中間階雛壇MTG：フェスタ

昇降デスク

オープンな雛壇形式の会合スペース
立ち寄る者が何気なく様子が目に入る

姿勢を変えて健康的に
ハイテーブルMTG
クイックな打合せに

オフィス内ワークラウンジ

ビッグテーブルやL字のベンチソファでミーティング、ソロワーキングともに使うことができる。

ソトワークできるテラスが拡がる3階オフィス

ソトワークテラス

キッチンカウンター

オフィスグリコやコーヒーサーバー
BGM等でくつろぎの雰囲気に

3階ブレスト会議室

トップライト

2階大会議室

2階マグネットエリア

実験機器

トップライトからの光

１．知的創造、健康、快適性を高めるワークプレイス

ソロでの集中ワークから多人数でのコラボレーションまで多様なセッティング

ガーデンカフェ
京都方面から奈良方面山並みへのおおらかな夜景を見ながら夕食やゲストとの懇親ができるゲスト会議室周囲のアルコーブスペースには

ベンチソファ席やハイカウンター席など会議の
前後に利用したりソロワークできる
※春には眼前に敷地内の桜が広がる

立体的につながるワークラウンジとゲスト会議室

ベンチ
カウンター

カウンターベンチ オープンラボ

展示

4階ゲストワークラウンジ

ランチョンMTG室
カフェ隣接で喫食しながらゲストMTG可能
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１．知的創造、健康、快適性を高めるワークプレイス

シラカシ エゴノキ クロモジ トキワマンサクヒメシャラソメイヨシノ

ヒメクチナシ

アセビ

ヤマブキ

ヤブラン

コムラサキ

フイリアオキ

・既存植栽に配慮した植栽を計画
・屋外の息吹を感じ、健康増進する多種多様な屋外スペースを計画

既存棟

新築棟

A

C

D

N

B

ガーデンカフェテラス
戸外が快適な季節はテラスで食事も(春は溢れんばかりの桜を眼下に）

4階テラス
5G通信環境でソトワーク

A CB B B

B B B

C D D D
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１．知的創造、健康、快適性を高めるワークプレイス

事務室 内観写真

事務室は直天井空間としており、照明は高出力型のトラフ型照明を導入している。
直接光を軽減するプリズム加工がされたライトユニットを導入し、執務者に対してグレアを抑制している。

視環境に配慮した照明計画
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２．省エネルギー性を高めた外装・設備計画

ファサード計画

高断熱サンドイッチパネル高性能 L o w - Eガラス

外壁： 高断熱サンドイッチパネル
ガラス開口部：高性能 L o w - E複層ガラス（8 + A 6 + 1 0）

バルコニーによる水平庇
➡外皮性能 B P I = 0 . 7 8

高い外皮性能を有するファサード計画

高断熱サンドイッチパネル
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カメラ画像（５番） カメラ画像（２番）

減光 減光
調光 調光

照明器具

人検知
ON

明るさ検知
ON

ネットワークカメラ明るさセンサ

２．省エネルギー性を高めた外装・設備計画

ネットワークカメラによる照明制御の開発

ネットワークカメラの動体検知技術と照明制御システムを
連携。不在時の照明減光による省エネルギーとシステム合
理化による施工時の省人化、維持管理性の向上に寄与。

快適性と省エネルギー性を両立する空調計画

高顕熱ビル用マルチの導入により、中間期、冬季は冷媒
蒸発温度を上げて、圧縮機のエネルギー消費を抑制。室
内機はビルトイン型、天井カセット型を採用し、空気搬
送動力を抑制
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洗浄室 調理室 提供コーナー 下処理室 食品庫・前室
・検収PAS

S

EA

OA

EA EA EA

VC1VC1 VC1 VC1 VC1 VC1 VC1 VC1 VC1 VC1 VC1

INV

INV

VAV VAV VAV VAV VAV VAV VAV VAV VAV VAV CAV

DDC1 CAL1 Icont

給排気ファン
演算ユニット

中央と通信
BACnet

換気風量制御イメージ図

壁面吹出口 二重フード

２．省エネルギー性を高めた外装・設備計画

厨房の省エネ換気風量制御システム

厨房の電力量、ガス流量による換気風量制御により厨房の換気動力を大幅に削減
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３．建物のレジリエンス性能を高める計画

スリット
から吸気

上部へ排気

南側外壁面に
集中配置した
設備シャフト

冷媒配管を最短距離
で敷設し、効率を向上

オフィス

オフィス

ガーデンカフェ（食堂）

バランス良い合理的な天秤フレーム構造

開発・研究拠点としてのBCP対策 高い維持管理性を有する設備配置

リスク種別 対策

地震動 ・官庁施設の総合耐震計画基準Ⅱ類
（需要度係数1.25）

水害 ・災害対策エリアの上階設置
・基幹設備の上階設置

停電

発電機による電源供給

[供給先]
事務所エリアの照明
通常時の18%~25%のコンセント負荷
重要機器
サーバー用空調

断水 ・受水槽用緊急遮断弁
・飲料水の備蓄（備蓄倉庫）

エレベータが着床する4階に主要設備を集中配置し、
メンテナンス性と更新性を高めた。

12,600 12,600 12,600 12,600 12,600 12,600 12,600 12,600 12,600

地震動、水害、停電、断水（給水インフラ破断）などの
災害リスクに対して、事業を継続するために必要な電源、
給排水、空調機能を確保する対策を実施した。

主要設備機器設置スペース
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４．施工計画におけるデジタル化の推進

BIMによる干渉確認と合意形成

設備配管モデルと鉄骨モデルをB I Mにより干渉確認。
設計・作業所・鉄骨制作業者で情報共有し早期に鉄骨
発注を実施した。

モジュール加工配管の採用による省力化、省資源化

配管を直管+エルボ+受け口まで一体化してモジュール加工
することで、作業性の向上とともに現地加工を無くし、省
資源化につなげた。
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BEE値3.4（Sランク）
CASBEE建築 評価認証書

CASBEE認証を取得（BEE=3.4 Sランク）

標準的なオフィスビルと比較して、一次エネルギー消費量を約42％低減（BEI=0.58）
(本建物単体ではZEB Oriented相当）

基準 本計画

空調設備 換気設備 照明設備 給湯設備 昇降機

794.58MJ/㎡・年 453.63MJ/㎡・年

42%

（ＷEBPRO）
一次エネルギー消費量

環境認証・省エネルギー性能
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